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松川方面から「松川橋」を4月 7日に撮影

平
成
１３
年
８
月
の
台
風
で
の
災

害
に
よ
り
、
松
川
橋
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
仮
橋
に
よ

る
通
行
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
こ
の
た

び
復
旧
し
、
４
月
８
日
（火
）
年
後
３

時
よ
り
、
新
し
い
橋
で
の
通
行
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
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投票区 投票所

第 1投票区 渦沢阿公民館浅貝分館

第 2投票区 二居集会所

第 3投票区 三俣小学校

第 4投票区 七谷切生活改善センター

第 5投票区 神立保育園

第 6投票区 神立中央会館 (栄町)

第 7投票区 土樽小学校
第 8投票区 滝之又会館

第 9投票区 松川生活改善センター

第 10投票区 湯沢町公民館

第 11投票区 湯沢小学校

年前 7時開所 。年後 8時閉鎖
(※第 1・ 2・ 3・ 4・ 9投票区は午後 7時閉鎖)

勢
期
繊
私
勧
離
翻
で
す

新
潟
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

０
開
票
に
つ
い
て

開

票

は
午

後

９
時

よ

り
、
カ

ル

チ

ャ
ー

セ

ン

ダ

ー

ア
リ

ー

ナ

で
行

い
ま
す
。
開
票

の
結
果
は
午
後
同
時

ま
で
に
判
明
す
る
見

込
み
で
す
。
　
　
　
メ

選
挙
人

（今

回
の

選
挙
の
有
権
者
）
は
、

開
票
を
参
観
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参

観

人

席

は

カ

ル

チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー
ア

リ
ー
ナ
客
席

で
す
。

ロ
ビ
ー
で
受
付
簿

に
氏
名
等
を
記

入
し
て
か
ら
席
に
着

い
て
く
だ
さ

新
潟
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の

投
票
日
と
な
り
ま
し
た
。
入
場
券

に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
を
確
認
し
、

投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
１

投
票
所

に
は
、
入
場
券
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
権
が

あ
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ

共
ヽ
い
。

投票所一覧

【
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

砒
７
８
５

●
２
０
８
０

※
午
後
７
時
以
降
は
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
（ＴＥＬ
７
８
４
●
１
５
１

１
）
へ
お
願

い
し
ま
す
。
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，４
月
２７
日

（日
）
は
、
湯
沢
町
議

会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

現
在
ま
で
の
状
況
か
ら
推
定
ｔ
て
、

有
権
者
数
は
、
約
７
，
２
０
０
人
に

な
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
人
は

○
満
２０
歳
以
上

（昭
箱
５８
年
４
月

２８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の

日
本
国
民
　
　
　
　
　
　
、

０
３
ヶ
月
以
上

（平
成
１５
年
十
月

２十
日
以
前
）
湯
沢
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
し
て
あ
る
人

投
票
時
間

一
部
繰
り
上
げ

投
票

日
当
日
は
、
町
内

Ｈ
ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

一
部
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
と
―
時
間
繰
り

上
が
り
ま
す
。

開
票
は

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

開

素

は
、
カ

ル
チ

ャ
ー

セ

ン

ダ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
前

日
は

一
部
閉
館
し
、
投
票
日
当
日

は
克
会
に
開
館
し
ま
す
。

【
一
部
閉
館
】

４
月
２６
日

（土
）
午
後
―
時
～

（ア
リ
ー
ナ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
）

【完
全
閉
館
】

４
月
２７
日

（日
）

た
だ
し
、
開
票

の
参
観

の
場
合

の
み
入
館
で
き
ま
す
。
開
票
は
、
午

後
９
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

投
票
所
入
場
券
は

４
月
２２
日
に
発
送

投
票
所

入
場
券

は
４
月

２２
日

（火
）
に
郵
便
で
発
送
す
る
予
定
で

す
。
入
場
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
中

身
を
確
誕
し
て
く
だ
さ

い
。

不
在
者
投
票
は

４
月
２２
日
か
ら

当
日
や
む
を
得
な

い
用
務

の
た

め
、
投
票
所

へ
行

っ
て
投
票
で
き

な

い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

回

日

日

４
月
２２
日

（火
）
～
２６
日

（土
）

□

日

■

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

賜
団
□
■

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（役
場
１
階

・
中
会
議
室
）

※
入
場
券
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
（入
場
券
が
な
く
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
。
）

こ
の
ほ
か
、
指
定
病
院

（施
設
）

に
入
院

（所
）
し
て
い
る
場
合
、
長

期
間
違
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場

合
な
ど
、
投
票
所

へ
行
け
な
い
理

由
に
よ
っ
て
不
在
若
投
票
の
手
続

き
や
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

□
７
８
５

・
２
０
８
０

朧
７
８
５
●
２
０
８
１
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と

平
成
１５
年
度
銃
砲
刀
剣
類
等

登
録
審
査
会
が
表
に
掲
げ
る
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。
未
登
録
の
銃

砲
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
る
．方

は
、
必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定

め
る
鑑
定
の
基
準
（美
術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ

っ

て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対
象
と

な

っ
た
も
の
に
は
、
登
録
証
が

交
付
さ
れ
、
所
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【登
録
時
に
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
　
　
　
″

（所
轄
の
警
察
署
が
発
行
し
た

も
の
）

③
審
査
手
数
料

１
件
に
つ
き
、
６
，
３
０
０
円

（新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
。
）

※
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
な

お
、
移
動
の
際
に
は
、
危
険
の

な
い
よ
う
梱
包
し
、
盗
難
等
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
９

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
を

希
望
す
る
場
合
は
、
登
録
審
査
会

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　

　

　

・

町
で
は
、
平
成
１５
年
度
か
ら
克
雪
住
宅
を
建
築
す

る
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
工
事
費
の

一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。　
　
　
，，

・

雪
下
ろ
し
に
よ
る
負
担
の
軽
減
及
び
危
険
防
止
か

ら
，ヽ１
雪
下
ろ
し
の
い
ら
な
い
住
宅
の
普
及
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
す
　

・

ボ
対
象
住
宅
】

∵
般
住
宅
等
で
融
雪
式
・
耐
雪
式
又
は
落
雪
式

（高

床
式
併
用
）
の
住
宅
の
新
築
又
は
改
良
す
る
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ゥ

①
融
雪
式
住
宅
と
は
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
等

（電
気

・
ガ

ス
・灯
油
等
）
の
利
厨
に
よ
り
屋
根
融
雪
す
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
■

②
耐
雪
式
住
宅
と
は
３
．
４

ｍ
の
積
雪
荷
重
に
対
し
、

安
全
で
あ
る
こ
と
が
構
造
計
算
等
に
よ
り
確
認
で

き
、
か
つ
、
雪
庇
対
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

③
落
雪
式
住
宅

（高
床
式
併
用
）
と
は
屋
根
勾
配
を
お

お
も
ね
２５
度
以
上
と
し
、
金
属
板
等
滑
雪
能
力
の

あ
る
屋
根
材
を
使
用
、
ま
た
は
強
制
排
雪
装
置
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
落
雪
す
る
も
の
で
、
基
礎

を
非
木
造
と
し
床
下
高
が
平
均
地
盤
面
よ
り
１
．

５
ｍ
以
上
の
住
宅
で
す
。
た
だ
し
、
落
下
す
る
屋
根

雪
の
影
響
距
離

（南
魚
沼
地
域
屋
根
雪
に
関
す
る

指
導
要
綱
に
よ
る
。
）
を
確
保
し
て
い
る
も
の
で
す
。

【補
助
限
度
額
】

融
雪
式
住
宅

・
耐
雪
式
住
宅
は
４４
万
円

落
雪
式
住
宅

全
員
床
併
用
）
は
３３
万
円
で
す
。

※
工
事
費
に
よ
り
補
助
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

【申
込
み
等
の
手
続
き
】

①
申
込
方
法

建
築
工
事
の
着
手
前
に
補
助
金
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（申
込
書
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。
）

②
申
込
受
付
期
間

１１
月
２８
日

（金
）
ま
で

③
対
象
工
期

４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
２
月
２９
日
ま
で
に
施
工
し

た
住
宅
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
工
事
は
町
か
ら
の
審
査

結
果
の
通
知
後
に
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

④
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実
績
報
告
書

工
事
が
完
了
し
た
ら
工
事
完
了
後
調
日
以
内
に
補

助
金
交
付
申
請
書
及
び
事
業
実
績
報
告
書
を
建
設
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申
請
書
及
び

実
績
報
告
書
に
よ
り
町
で
補
助
金
の
額
を
決
定
し
ま

す
。
（補
助
金
交
付
申
請
書
及
び
実
績
報
告
書
は
建
設

課
に
あ
り
ま
す
。
）

⑤
補
助
金
の
支
払
い

完
了
検
査
終
了
後
、
側
日
以
内
に
お
支
払
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

【問
い
合

ヽ
わ
せ
】

建
設
課
都
市
計
画
係

阻
７
８
４

●
４
８
５
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ｒ
雪
に
強
い
住
宅
を
作
り
ま
し
ょ
う
１
　
雪
下
ろ
し
か
ら
の
開
放
を
め
ざ
し
て
ヽ

期日・会場
長岡総合庁舎

(長岡市四郎丸町 173-2)
県庁行政庁舎

(新潟市新光町 4-1)
4月 18日 (金) 10100-14:30

6月 20日 (金) 10:00-14:30

8月 22日 (金) 10:00-14:30

10月 17日 (金) 10:00-14:30

11月 21日 (金) 10:00かし14:30

1月 16日 (金) 10:00かじ14:30

2月 20日 (金) 10:00-14:30    f

※ 12:00～ 13:00ま では休憩です。
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鬱
鬱
鬱

簸
鶴
鰺
攀

鶴
籐
嬢
鬱

鰺
鰺
嬢

鬱
珍
攀

豫
鰺
罐

鰺
鶴
鰺

鶴
鬱
繊
罐

譲
鬱
睦
籐

睦
畿
鰺

鰺
霧
睦

響
籐
鬱
機
籐
鶴
矮
攀
鬱
嬢
嬢
鰺
鰺
鏃

欝
霧
議
鰺
帝
繊
簸
鰺
鬱
鰺
勝
珍
鰺
鰺

警
簸
籍
纂
鰺
攀
鶴
籍
勒
惨
繊
鰺
霧
警

罐鬱簸鰺鬱籐鱗鰺議鰺鬱饒餞鰺
機簸機鰺機機鰺機鬱攀藝鰺矮機

Ⅷ鞠∞ⅧⅧⅧⅧ

攀鰺警議
繊睦鬱鬱簸鬱
鬱鰺鍮穀鰺珍
嬢鰺議斃磐醸

機嬢鰺攀
繊鶴
鰺機
鰺機

鬱
珍
罐

警
鰺
鰺

物
罐
甥

鬱
鬱
磯

鰺
鰺
鰺

鰺
鰺
斃

水
道
法
の

一
部
改
工
に
伴

い
、

湯
沢
町
給
水
条
例
の

一
部
が
改
エ

（平
成
１５
年
４
月
十
日
施
行
）
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
、
容
量
が
１０
３ｍ
を
超

え
る
貯
水
槽
水
道

（簡
易
専
用
水

道
）
の
設
置
者
は
、
健
康
福
社
環
境

事
務
所
に
よ
り
管
理
監
督
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
水
道
法
及
び

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
容
量
Ю
３ｍ

以
下
（小
規
模
貯
水
糟
水
道
）
の
設

置
者
に
つ
い
て
も
管
理
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に

な
り
、
町
３
所
有
若

に
対
し
て
情
報
提
供
、
助
言
等
を

行

い
、
衛
生
面
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

貯
水
楢
水
道
と
は

町
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
水
の

み
を
水
源
と
し
、
そ
の
水
を
受
水

糟
に
受
け
た
後
、
建
形
の
利
用
者

に
飲
み
水
と
し
て
供
給
さ
れ
る
施

設
の
総
称
で
す
。
な
お
、
文
水
槽
め

有
効
容
量
に
よ

っ
て
簡
易
専
用
水

道

（Ю
３ｍ
を
超
え
る
水
道
施
設
）
、

小
規
模
貯
水
槽
水
道

（１０
ｓｍ
以
下
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

受
水
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

（小
規
模
貯
水
相
水
道
〆

○
受
水
楢
の
清
掃

年
十
回
以
上
、
定
期
的
に
行

っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
清
掃
時
に
糟

内
を
点
検
し
、
終
要
が
あ
れ
ば
補

修
し
て
く
だ
さ
い
。

（清
掃
は
、
別
泉
―
の
専
門
的
な

知
識
、
故
能
を
有
す
る
事
業
者
に

依
頼
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
）
．

〇
設
備
の
点
検
　
　
　
　
　
　
ヤ

定
期
的
（月
に
ド
ロ
程
度
）
に
設

備
の
点
検
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

不
備
な
点
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
改

善
措
置
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
水
質
の
管
理
　
　
　
　
　
　
‐

年
に
―
曰
以
上
は
本
質
検
査
を

行
い
、
ま
た
、
週
―
回
は
本
の
色
や
す

濁
り
及
び
残
留
塩
素

の
検
査
を

行

っ
て
く
だ
さ
い
。

（水
賞
校
査
は
、
別
表
２
の
専
門

の
水
質
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
検

査
を
行

っ
て
く
だ
さ
。い
。
）

○
書
類
等
の
保
存

　

“
呟

維
持
管
理
に
関
す
る
帳
簿
書
類

)

Д

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

を
整
理
し
、
５
年
間
保
存
し
て
く

だ
さ

い
。
又
、
設
備

の
図
面
等
も
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
簡
易
専
用
水
道

の
設
置
者

に
つ

い
て
は
、
水
道
法
で
管
理
義
務

世
　

が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
受
水
槽
が
汚
水
糟
と
隣
接
し
て

い
て
糟
の
ひ
ぴ
割
れ
か
ら
汚
水

が
混
入
し
た
。

■
マ
ン
ホ
ー
ル
、
通
気

口
か
―
不

ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
害
虫

が
侵
入
し
た
。
　
　
　
・

■
長
期
間
清
掃
を
し
な
か
っ
た
た

め
、
鉄
錆
や
水
垢
が
沈
積
し
、
赤

水
等
が
発
生
し
た
。

■
受
水
槽
の
容
量
が
大
き
す
ぎ
て

水
が
長
期
間
倖
滞
し
て
水
質
が

患
化
し
た
。

■
糟
周
辺
に
誤

っ
て
殺
虫
剤
等
を

散
布
し
、
こ
れ
が
混
入
し
た
。

■
設
備
位
置
や
構
造
配
管
材
料
に

欠
陥
が
あ
り
、
雨
水
が
混
入
し

と

だ

。
【問
い
合
わ
せ
】

水
道
課

阻
７
８
４

●
４
８
５
３

イ

〉

0

≪別表 1≫

建築物における衛生的環境の確保に関する法律 (ビル管理

法)で定める町内の登録事業者

事 業 者 名 住 所 電話番号

僻拓越 湯沢営業所 神立 1029-1 785-5190

俯免V水施設整備 土樽 65-16 787-3129

広報ゆざわ H15.4.13  (4)



≪別表 2≫ 水質検査機関
検査機関名 住所 電話番号

(財)新潟県環境衛生研究所 西蒲原郡吉田町東栄町 8-13 0256-93-4509
(財)新潟県保健衛生センター 新潟市白山浦 2-180-5 025-267-8191
(社)新潟県環境衛生中央研究所 長岡市新産 2-12-7 0258-46-7151
(財)上越環境科学センター 上越市下門前 1666 0255-43-7664
(財)三市北蒲原郡総合健康開発センター 新発由市本町 4-16-83 0254-23-8352
(財)新潟県環境分析センター  ギ 新潟市祖父興野 53-1 025-284-6500
(社)県央研究所 三条市吉田 14■ の甲 0256-34-7072

直継式総本 受本構式絡志

高置水槽

受水槽

3月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

下第 201号 汚水枝線新設 (その23)工事 23, 835, 000 森下企業仰
下第202号 汚水枝線新設 (その24)工事 18, 900, 000 仰山井建設

下第203号 汚水枝線新設 (その25)工事 8, 295, 000 脚鋼水施設整備
下第204号 汚水枝線新設 (その26)工事 17, 010, 000 仰つどい総業

下第205号 汚水枝線新設 (その27)工事 17, 062, 500 向浅間重機建設

下第206号 汚水枝線新設 (その男)工事 29, 400, 000 脚湯沢重機建設

下第須′号 汚水枝線新設 (その29)工事 37, 275, 000 仰文明屋

下第208号 汚水枝線施設 (その30)工事 221 050, 000 仰森下組

下第231号 路面本復旧 (その5)工事 3, 150, 000 関越舗道棚

下第232号 路面本復旧 (その6)工事 8, 925, 000 みらい建設工業仰新潟営業所

住建第■号 原新田団地住宅建設 (建設本体その2)工事 60, 900, 000 林 。山井・種村特定共同企業体

住建第 12号 原新田団地住宅建設 (機械設備その2)工事 9, 660, 000 剣水・戸垣特定共同企業体

住建第 13号 原新田団地住宅建設 (電気設備その2)工事 6, 090, 000 仰岸本電気

都公第 11号 中央公園野球場 防球ネット建設工事 18, 9001 000 俯文明屋

(5)



湯沢 異 動 (平成朽年4月 1日付)

<課長級> 新 所 属 旧 所 属

一

一
治

一
幸

正
治

夫

乾

誠

俊

新

俊

茂

誠

静

村

持

口

口
雲

本

沢

西

中

期

樋

樋

南

山

半

坂

総務課 課長
収納課 課長
福祉保健課 課長兼病院係長事務取扱
産業観光課 課長兼農業委員会事務局長
水道課 課長         .
三俣地域振興対策室 室長
議会事務局 事務局長
総務課 参事兼財政係長事務取扱

産業観光課 課長兼農業委員会事務局長
水道課 課長
福祉保健課 課長兼介護支援係長事務取扱
保健医療センター建設室 室長兼庶務係長事務取扱
総務課 課長補佐兼企画振興係長事務駁扱
清津川ダム対策室 室長
監査委員部局 書記兼議会事務局次長
総務課 課長補佐兼財政係長事務取扱

<課長補佐級> 新 所 属 十日 所 属

芳

雄

市

弘

仁
薫

次

弘
夫

久

道

健

政

　

　

誠

　

敏

村

部

村

橋

雲

山

谷

野
雲

田
阿

高

高

南

青

角

岸
南

管財課 課長補佐
収納課 課長補佐兼収納係長事務取扱
建設課 課長補佐兼建設係長事務取扱
社会教育課 課長補佐兼国体準備係長事務取扱
総務課 副参事兼企画振興係長事務取扱
出納室 副参事兼出納係長事務取扱
総務課 副参事兼庶務係長事務取扱
管財課 副参事兼管財係長事務取扱
監査委員部局 書記兼議会事務局次長

管財課 副参事
税務課
メ
副参事兼徴収係長事務取扱

建設課 副参事兼建設係長事務取扱
管財課 課長補佐兼施設管理係長事務取扱
学校教育課 副参事兼学校教育係長事務取扱
社会教育課 課長補佐兼社会教育係長事務取扱
総務課 庶務係長
管財課 管財係長       ″
建設線 用地係長      

・

<係長級> 新 所 属 旧 所 属

明

ミ
彦

史

介

敏

守

夫

功

豊

フ
和

政

弘

文

　

節

谷

井
雲

下
橋

田
水

田
橋

角

高
南

森

高

池

清

笛

高

建設課 管理係長
三俣地域振興紺策室 庶務係長
社会教育課 社会教育係長
総務課 情報政策係長
管財課 施設管理係長     ,
住民課 環境生活係長     、́
建設課 用地係長      支
水道課 水道温泉係長   、
学校教育課 学校教育係長

水道課 水道温泉係長
清津川ダム対策室 庶務係長
住民課 環境公害係長
総務課 企画振興係主任  、、
総務課 財政係主任
福祉保健課 介護保険係主任
税務課 住民税係主任 Ⅲ
建設課 建設係主任

′

水道課
夕
業務係主任

<主任級> 新‐所 属 ,1 十日 所 属

田 村

南 雲

古 川

千恵子

節 子

みはる

雅 和

岡1

健 一

高橋

須 長

南雲

福祉保健課 福祉係主任
福祉保健課 病院係主任
水道課 業務係主任
収納課 収納係主任
福祉保健課 介護保険係主任
建設課 建設係主任

産業観光課 商工観光係主任
保健医療センター建設室 庶務係主任
福祉保健課 福祉係主任
税務課

産業観光課      ,
水道課

<一般職員> 新 所 属 旧 所 属

彦

明

子
大

尚

二
文

子
輔

淳

美

宏
、子

雅

敏

勤

康

　

浩
雅

愛

大

．
里
章

態

村

野

口
村

木

野

沢

雲

沢
村

木

雲

崎

田
高

樋

田
笛

岸

富

南

原

田
鈴
南

山

総務課

税務課

収納課

収納課

収納課

収納課

産業観光課

産業観光課

税務課

住民課

福祉保健課

福祉保健課

社会教育課

税務課

管財課

税務課

税務課

住民課

税務課

税務課

社会教育課

(新採用)

(新採用)

(新採用)

(新採用)

(新採用)

と
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可

<保育士> 新 所 属 旧 所 属
子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

江

子

実

み

江

子

鱗朝弾勘瞬的『薪呻椿拳瞬明け］器

高

南

田

原

井

片

高

南

星

笛

南

上

関

久

樋

角

中央保育園

神立保育園

浅貝保育園

中央保育園

中央保育園

湯沢保育園
土樽保育園

土樽保育園

神立保育園

浅貝保育園

湯沢保育園

中央保育園

中央保育園

中央保育園

中央保育園

土樽保育園

園長

園長

園長

副園長兼学童保育担当

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任イ呆育士

主任保育士

保育士

保育士

保育士

保育士

神立保育園

浅貝保育園

中央保育園

中央保育園
土樽保育園

中央保育園

浅貝保育園

神立保育園

湯沢保育園
土樽保育園

中央保育園

腸沢保育園

湯沢保育園

土樽保育園
土樽保育園

中央保育園

園長

園長

園長

副園長

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

保育士

保育士

保育士

保育士

平成 15年 3月 割日付退職

報鬱 教職員異動 基Ⅲ.・ 11■ :聾韓勢勿払:i!毒警義基基ri拶毎藝難と:■韓塾

氏  名 旧 所 属 氏  名 旧 所 属

之

一
行

治

宣

古
了
正

洋

村

村

熊

雲

上

田

井

南

総務課 課長
議会事務局 事務局長
建設課 参事
出納室 参事

笛 田

林

南雲

田 村

幸 輝

延 次
′

冨美 枝

淳 子

建設課 主任
学校教育課

学校教育課

中央保育園 保育士 ⑫月28日 付退職)

校名
転  入 転  出

職名 氏名 前任校 氏名 新任校 職名

三国小
教 頭

講 師

池 田  隆
児 玉 千 恵 美

上越市 大手町小学校 今 井 一 昭

松原 美 紀子

中郷村 片貝小学校
県立 佐渡養護学校

教 頭

養 教

三俣小
校 長

教 諭

松 崎 一 昭

井 筒 正 之

村松町 村松東小学校
長岡市 四郎丸小学校

平 野 正 史

小 栗 正 文

新井市 にしき養護
小千谷市 川井小学校

校 長

教 諭

神立小

教 諭

教 諭

教 諭

主 査

白 井 恵 子

刈ヽ 澤   武
山 崎 絵 梨 奈

服 部 洋 子

塩沢町

六 日町

大潟町

塩沢町

石打小学校

西五十沢小学校

大潟町小学校

中之島小学校

荻 野美 和子

石 井 達 也

竹 村 勢 津子

佐 藤 悦 子

六 日町

大和町

柏崎市

塩沢町

北辰小学校

浦佐小学校

高浜小学校

中之島小学校

教 諭

教 諭

教 諭
主任

土樽小

教諭

養 教

井 熊 裕 子

田 中 良 子

堀之内

大和町

堀之内小学校

大崎小学校

鈴 木 和 子

甲 田 友 美

田 上 敏 美

見附市

三条市

塩沢町

見附小学校
三条小学校

中之島小学校

教 諭

教 諭

養 教

湯沢小

校 長

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

助 教

講 師

養 教

野 澤 憲 之 輔

天 海 幸 子

瀬 藤 雄 二

山 浦 良 美

高 橋 由 香 里

南 雲 幸 絵

渡 部 絵
・
里

井 熊 雪 子

長岡市 上サII西小学校
六日町 大巻小学校
越路町 越路小学校
田上町 田上小学校
(新採用)

六日町 大巻小学校

須 藤 輝 夫

青 木 昌 子

寺 島 元 子

野 村 朋 子

近 藤 拓 自

遁 所 優 子

(退職 )

(退職 )

十日町市 吉田小学校
新潟市 笹口小学校
加茂市 石川小学校
県立 小出高等学校

教 諭

教 諭

教 諭

養 教

湯沢中

教 頭

教 諭

教 諭

栄 養

山 田 文 男
土 田 幹 雄

佐 野 浩 美

田 村 厚 子

豊浦町

朝 日村

新潟市

六 日町

豊浦中学校

朝日中学校

小新中学校
六日町小学校

熊 谷 正 美

山 本 達 也

植 木 朋 弘

上 村 久 代

長岡市 東中学校
豊栄市 葛塚中学校
中里村 中里中学校
(退職 )

教 頭

教 諭

教 諭

(7)
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゛

町
の
い
た
る
所
で
、
大
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

に
関
す
る
苦
情
が
出
て
い
ま
す
。

特
に
多
い
の
が
、
犬
や
猫
の
糞
公
害
で
す
。

飼
い
主
が
散
歩
中
の
糞
の
始
末
を
し
て
い
な

い
と
、
き
ち
ん
と
始
末
し
て
い
る
人
ま
で
も
、

白
い
日
で
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
で
は
、
ペ
ッ

ト
を
飼
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
を
飼

っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
も
う

一

度
動
物
を
飼
う
際
の
マ
ナ
ー
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。■

個
口
四
■

○
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、
必
ず
糞
を
回
収

し
て
く
だ
さ
い
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
く

と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
紙
が
入

っ
て
い
て
、

糞
を
拾

っ
て
も
手
を
汚
す
こ
と
な
く
、
そ

の
ま
ま
紙
だ
け
を
ト
イ
レ
に
流
せ
る
便

利
な
も
の
が
売

っ
て
い
ま
す
。

○
草
む
ら
や
田
畑
だ
か
ら
と
い

っ
て
糞
を

放
置
し
な
い
こ
と
。
草
刈
や
農
作
業
を
し

て
い
る
人
の
こ
と
も
思
い
や

っ
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
´

○
こ
れ
か
ら
雪
が
消
え
て
き
ま
す
。
糞
を
放

置
し
た
と
き
は
、
雪
の
中
に
隠
れ
ま
す
が
、

雪
が
消
え
る
と
道
路
の
脇
が
糞
で
い

っ

ぱ
い
な
ん
て
こ
と
は
、
観
光
地
と
し
て
も

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
自
分
が
ペ
ッ
ト

と
散
歩
し
て
い
て
も
気
分
の
良
い
も
の
で

は
な
い
は
ず

で
す
。
ま
し
て
ペ

ッ
ト
を

飼

っ
て
い
な
い
人
に
と

っ
て
は
、
怒
り
は

倍
増
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
家
の
犬
は
お
と
な
し
く
て
、
人
に
は
絶
対

に
噛
み
付
か
な
い
。
犬
が
か
わ
い
く
て
十

分
な
運
動
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
。
・
・

な
ど
と
思

っ
て
か
、
散
歩
の
時
に
リ
ー
ド

や
鎖
を
付
け
な
い
人
が
い
ま
す
。
何
か
勘

違

い
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
犬
嫌

い
で
怖

が

っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
す
。
散
歩
の

時
は
、
リ
ー
ド
な
ど
で
繋
ぎ
、
常
に
人
間
が

犬
を
制
止
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
の
が

基
本

で
す
。
運
動
や
し

つ
け
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
飼
い
主
で
す
。

Ｏ
夜
、
犬
が
吠
え
る
と
き
は
、
家
の
中
に
入
れ

る
な
ど
し
て
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
す
る
と
共
に
、
放
し
飼
い
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

野
生
の
猫
に
、
えゝ
さ
を
与
え
て
い
る
方
を

時
折
見
か
け
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
猫
は
食
ベ

物
の
あ
る
場
所
に
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
子
猫
が
生
ま
れ
、
数
が
増
え
す
ぎ
て
社
会

問
題
に
な

っ
て
い
る
地
域
さ
え
あ
る
の
で
す
。

泣
き
声
で
不
眠
症
に
な

っ
た
り
、
糞
尿
で
悪

臭
が
発
生
し
た
り
、
砂
場
な
ど
の
汚
染
に
よ

り
幼
児
や
児
童
が
病
気
の
感
染
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
も
心
配
で
す
。
ま
た
、
猫
が
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
で
猫
嫌
い
の
人
た
ち
を
増
や
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
次
の
こ
と
に
つ

い
て、
気
を
つ
け
て
猫
と
接
し
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
き
れ
な
い
不
幸
な
猫
を
生
ま
せ
な
い

話
“嚇
報薪
雛
頭
径
融
離

に
な
り
に
く
く
＾
伝
染
病

に
感
染
す
る
可
能
性
が

低
く
な
り
ま
す
。
行
動
や

性
格
面
で
は
、
発
情
の
煩

わ
し
さ
が
解
消
さ
れ
、
攻

撃
性
が
低
下
し
性
格
も

穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
尿
臭
が
や
わ
ら
ぎ
、

部
屋
の
汚
れ
な
ど
を
防

ぎ
ま
す
。

Ｏ
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
罪

に
な
り
ま
す
。
や
む
を
得

な
い
場
合
は
動
物
病
院
や
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー
ヘ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
自
宅
で
排
便
、
排
尿
や
爪
研
ぎ
を
す
る
よ

う
飼
い
主
が
愛
情
を
持

っ
て
し
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

○
隣
近
所

へ
の
心
配
り
を
忘
れ
ず
に
、
気
持

ち
の
良
い
お
付
き
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
猫
は
繁
い
で
飼
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

家
の
中
に
い
る
時
間
を
長
く
さ
せ
、
夜
は

外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
飼
い
主
と
し
て
、
首
輪
や
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
装
着
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
鳥
、
ハ
ム
ス
タ
ー
、
魚
類
、
は
虫
類
な
ど

の
小
動
物
は
、
日
本
に
生
息
し
な
い
も
の
が

最
近
輸
入
な
ど
に
よ
り
、
飼
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
逃

げ
出
し
た
り
す
る
と
、
生
態
系
に
影
響
が
出

て
し
ま
う
た
め
、
逃
げ
出
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
勝
手

に
捨
て
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

猫
に
つ
い
て

小
動
物
に
つ
い
て

※
犬
が
死
亡
し
た
場
合
、
犬
の
所
有
者
、
住
所
等
が
変

更
し
た
場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

※
獣
医
科
医
院
や
ペ
ッ
ト
の
火
葬
・
納
骨
が
必
要
な
場

合
も
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
紹
介
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
環
境
生
活
係
　
阻
７
８
４

・
３
４
５
３

人
と
動
物
が
共
存
で
き
る
町
づ
く
り
は
、

飼
い
主
の
愛
情
と
努
力
次
第
で
す
。
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〉◇◇

〉◇孝
〉◇◇

◇℃
◇◆

◇◇

■
年
長
組
ク
ラ
ス

◇
期
間

①
５
月
８
日
～
７
月
１０
日
、
９
月

４
日
～
Ю
月
２３
日
の
毎
週
木
曜

日

（全
１８
回
）

②
５
月
９
日
～
７
月
■
日
、
９
月

５
日
～
１０
月
２４
日
の
毎
週
金
曜

日

（全
１８
回
）
　

　

　

・

◇
時
間
午
後
５
時
～
６
時

◇
対
象
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
保
清

園
年
長

■
１

●
２
年
生
ク
ラ
ス

◇
期
間
５

月

９

日

～

７

月

１１

日

、
９

月

５
日
～
１０
月
２４
日
の
毎
週
金
曜

日

（全
１８
回
）

◇
時
間

①
午
後
３
時
５０
分
～
４
時
５０
分

②
午
後
６
時
１０
分
～
７
時
１０
分

◇
対
象
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
小
学

１

・
２
年
生

■
３

●
４
年
生
ク
ラ
ス

◇
期
間
５

月

８

日

～

７

月

１０

日
、
９

月

４
日
ヽ
Ю
月
２３
日
の
毎
週
木
曜

日

（全
１８
回
）
　

　

　

　

　

ノ

◇
時
間
午
後
６
時
１０
分
～
７
時
１０
分

◇
対
象
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
小
学

３

●
４
年
生

【各
ク
ラ
ス
共
通
】

●
料
金
９
，
０
０
０
円

０
定
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

３０
人
（先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
）

０
申
込
４
月
別
日

（日
）
ま
で
に
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
指
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
時
，．

間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で

す
。

″
，
７
エ
ク
サ
サ
イ
え
散
室

■
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス

◇
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
，

５

月

８

日

～

７

月

１０

日
、
８

月

ず

、
２‐
日
～
Ю
月
２３
日
の
毎
週
木
曜

日

（全
釣
回
）

◇
時
間

‐
．

午
後
７
時
２０
分

・
～
８
時
２０
分

◇
対
象
　
　
　
　
一，
，
支

湯
沢
町
に
在
住
の
女
性
で
高
校

生
以
上
６０
歳
以
下
の
方

◇
料
金
１
０
，
０
０
０
円

（前
後
期

一
括
）

■
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス

′　
　
　
　
　
　
（夜
間
部
）

◇
期
間
５
月
９
日
～
７
月
１１
日
、
８
月

２２
日
～
１０
月
２４
日
の
毎
週
金
曜

日

（全
罰
回
）

◇
時
間
午
後
７
時
２０
分
～
８
時
２０
分

◇
対
象
湯
沢
町
に
在
住
の
女
性
で
高
校

生
以
上
７０
歳
以
下
の
方

◇
料
金
１
０
，
０
０
０
円

（前
後
期

一
括
）

■
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス（昼
間
部
）

◇
期
間
　
　
　
。

５

月

１２

日

～

７

月

１４

日
、
９

月

１
日
～
１０
月
２７
日
の
毎
週
月
曜

‐・
日

本全
１７
回
）

◇
時
間
午
前
１０
時
～
１１
時

◇
対
象
湯
沢
町
に
在
住
の
女
性
で
高
校

生
以
上
Ю
歳
以
下
の
方

√
◇
料
金
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

８
，
５
０
０
円

（前
後
期

一
括
）

【各
ク
ラ
ス
共
通
】

●
定
員
狙
人
（先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

・　
第
締
め
切
り
ま
す
。
）

０
申
込
４
月
２０
日

（日
）
ま
で
に
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
指
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
、し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
時

間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で

す
。

本
日
、
新
潟
県
議
会
議
員

一
般
選

挙

の
た
め
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン

タ
ー
は
閉
館
し
ま
す
。

お
得
な
定
期
券
、
保
護
者
同
伴

券
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
家
族
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
　
．

０
定
休
日

４
週
火
曜
日

※
た
だ
し
ヾ
７
月
１９
日
～
８
月
３‐

日
は
無
体
で
す
。
な
お
、
咎
水
沐

教
室
の
開
催
時
間
は
、
一
般
の

　

，

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
定
期
券
料
金

定
期
券
の
料
金
は
、
南
魚
沼
都

内
に
住
所
を
有
す
る
方
専
用
の

料
金
と
な
り
ま
す
。

▼
一
般

（高
校
性
以
上
）

シ
ー
ズ
ン
券
　
７
，
５
０
０
円

３
ヶ
月
券
　
　
５
，
０
０
０
円

▼
子
供
（小
学
３
年
生
～
中
学
生
）

シ
ー
ズ
ン
券
　
４
，
０
０
０
円

３
ヶ
月
券
　
　
２
，
５
０
０
円

▼
保
護
者
同
伴
セ
ッ
ト

シ
ー
ズ
ゾ
券
　
７
，
５
０
０
円

３
ヶ
月
券
　
　
５
，
０
０
０
円

※
４
歳
～
小
学
２
年
生
の
子
供
・は
、

保
護
者
同
伴
と
し
、
、
保
護
者
―

人
に
つ
き
、
子
供
２
人
ま
で
が

利
用
で
き
ま
す
。

【問

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

砒
７
８
７

●
６
６
０
０
，　
　
　
　
③

レ

フ
L

は



也ンター
保 健

れlら計
画
の

さ

い

町
で
は
全
町
民
を
対
象
と
し
た

「湯
沢
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
平

成
１５
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。
こ

の
計
画
は
、
生
活
の
質
を
高
め
な

が
らヽ
、
健
康
寿
命
を
廷
ば
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の

「健
康
日
本

２‐
」
、
県
の
「健
康
に
い
が
た
２‐
」
の

指
針
を
基
に
、
湯
沢
町
版
の
健
康

づ
く
り
計
画
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
計
画
に
、
今
年
度
見
直
し

と
な
る
「湯
沢
町
母
子
保
健
計
画
」
、

「湯
沢
町
児
童
育
成
計
画
」
、
「湯
沢

町
保
健
医
療
計
画
」
を

一
本
に
統

合
し
、
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
形
だ

け
の
計
画
に
な
ら
な

い
こ
と
、
行

政
側

が

つ
く
る

一
方
的
な

″
計

画

に
な
ら
な

い
こ
と
を
考
え
、
計
画

策
定

の
段
階
か
ら
、
町
民
の
声
を

広
く
聰
取
し
、
町
民
参
加
を
童
況

し
た
計
画
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

町

の
状
況

に
應
じ
町
民

に
わ
か

り
や
す
く
、
取
り
組
み
や
す

い
計

画
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
地
域
や
咎
種
団
体

に
て
イ
ン
ダ
ビ

ュ
ー
を
行

い
、
町

で
は
何
が
不
足
し
て
い
る
か
、
実

態
を
把
握
し
、
秋
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

声
が
掛
か

っ
た
際
に
は
、
ご
協
カ

を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
健
康
づ
く
り
計
画
の
策
定

を
行
う
上
で
協
力
し
て
頂
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

◎
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会

の
委
員
の
募
集

【
募
集
条
件
】

‐８
歳
以
上
の
町
民
で
、
町
民

の

健
康

づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
策

定
委
員
会

の
会
議

（１０
回
程
度
を

予
定
）
に
参
加
し
て
、
一
緒
に
計
画
・

づ
く
り
を
し
て
頂
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
専
門
知
識
な
ど
不

要
で
す
。

【
募
集
人
数
】

着
千
名
。
痣
募
多
数

の
際
は
事

務
局
で
選
定
し
ま
す
。

【
任
期
】
　
　
　
　
　
　
　
′′

計
画
完
成
ま
で

【
募
集
期
間
】
・

４
月
３０
日

（水
）
ま
で

※
委
員
会
は
平
日
の
午
後
２
時
～

４
時
な
ど
で
月
十
回
程
度
の
開

′
催
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
委
員

の
方
の
意
向
を
お
聞
き
し
て
か

ら
具
体
的
な
内
容
を
決
定
ｔ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

´
◎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
頂
け

る
地
域
や
団
体
の
募
集

【内
容
】

町
の
健
康
づ
く
り
に
づ

い
て
、

約
２
時
間
の
座
談
会
形
式
に
よ
る

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー

【申
込
人
数
】

１０
人
程
度

の
グ
ル
ー
プ
毎
に
申

込
み
く
だ
さ

い
。

【募
集
期
間
】

４
月
３０
日

（水
）
ま
で

※

こ
の
他
、
健
康

づ
く
り
計
画
に

つ
い
て
、
ご
意
見

・
ご
質
問
等
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

4月 のけんこつ体操教室の時間を
変更 します

3月 30日の広報ゆざわでお知らせした「けんこつ体操教室」の

時間が変更になりましたのでお知らせします。

【日程】

【参力8費】 100円

【間い合わせ】在宅介護支援センター T[と 784-3000

健康カレンダーができました

ますょ静季飛1と恩わヽなt.～場合は

夕=へ離 せくだ

０
申
込

・
問
い
合
わ
せ

湯
沢
町
健
康
づ
く
り
計
画
準
備
事
務
局

（保
健
セ
ン
タ
ー
）

阻
７
８
４

●
３
１
４
９

会  場 期 日 時  間
神立中央会館 (栄町) 22日の 10 :00ヘン41 : 30

神立中央集会場 (田中) 18日◎ 10 :00ヘン11 : 30

農山村開発センター 21日Θ 10 : 00ヘン11 : 30

松川生活改善センター 23日⑪ 10 : 00ヘン11 : 30

下湯沢公民館 23日⑪ 10: 00ヘン11 :30

□―プウェー事業所 17日⑥ 10:00-11 :30

総合福祉センダー 15日の 24日⑥
10: 15-11 :45

10: 45-11 :45

広報ゆざわ H15。 4.13  (10)



【部
門
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
に
重
点
を
お
い
て
装
飾
し
て

◇
団
体
…
地
区
（学
校
・
町
内
会
）
、
く
だ
さ
い
。

協
会
、
組
合
、
事
業
所
等
　
Ｔ
　

【審
査
日

（予
定
と

◇
個
人

【賞
金
】

《
グ
ル
ー
プ
》

最
優
秀
賞

優
秀
賞

審
査
員
特
別
賞

《
個
人
》

最
優
秀
賞

優
秀
賞

審
査
員
特
別
賞

【装
飾
】

。
一
次
審
査

７
月
１５
日

（火
）

。
二
次
審
査

７
月
１９
日

（土
）

（こ
の
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「趣
味
の

園
芸
」
編
集
長
に
よ
る

『湯
沢

。

花
サ
ロ
ン
』
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

【発
表
】

７
月
２０
日

（日
）

湯

沢

町
観

光
協

会

ホ
ー

ム

3510
万 万 万
円 円 円

３
万
円

２
万
円

１
万
円

「湯
沢

・
花
の
ま
ち
月
間
」
の
７
　
ペ
ー
ジ
に
て
審
査
結
果
を
発
表

．≡
一　
一一

「帯
一一
　

一一【
一一一一一
一

農
作
業 ■

盗||:
強
事
|.|

rit  ■1ェ111■..
■|::|1  1■ | ■IIi:

― IHモ.iJ■ :

し
ま
す
。

す主
も
中＼
＼
〓
笙
笙
わ
―
＜
ｃ
Ｎω
〓
学
ｍ【」．０
＼

【表
彰
式
】

１０
月
１９
日
（日
）
Ｆ
」ら

っ
し
ゃ

い
湯
沢
収
穫
祭
」
の
中
で
行
い
ま

す
。　
・

【申
込
方
法
】

産
業
観
光
課
に
お
い
て
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
５
月
２３
日
（金
）
ま
で
に
事
務

局
へ
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】“
ｒ

湯
沢
・花
の
ま
ち
コ
ン
テ
ス
ト

事
務
局

（産
業
観
光
課
内
）

凱
７
８
４

●
４
８
５
０

×
８
月
７
日

（金
）
～
８
月
３‐
日

（日
）
は
、
「花
め
ぐ
り
」
を
行
い

ま
す
。

※
上
位
八
賞
者
作
品
は
、
２
０
０

４
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
ン
等
に
掲
載
し
ま
す
。

４
月
２７
日

（日
）
新
聞
折
込
の

コ
ン
テ
ス
ト
案
内
チ
ラ
ン
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、

農
作
業
中
や
田
畑

へ
の
行
き
帰

り
の
途
中
の
道
路
上
で
の
事
故

が
こ
の
時
期
大
変
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。
路
肩
か
ら
の
転
落
や
ほ

場

へ
の
出
入
り
の
際
の
転
倒
事

故
に
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作

業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ

＞つ
。

①
作
業
前
に
は
農
作
業
機
械
の

点

検

整
備

を
必
ず

行

い
ま

し
よ
う
。

②
機
械
の
点
検

。
調
整
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行

い
ま
し
よ
う
。

③
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
ほ
場

へ
の
出
入
り
の
際
は
、
転
落

。

転
倒
事
故
が
起
こ
り
や
す
い

の
で
特
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

④
道
路
走
行
中
は
、
一父
通
ル
ト
ル

を
守
り
、
機
械
の
構
造
と
道
路

状
況
に
見
合

っ
た
運
転
を
心

ガ
け
ま
し
よ
う
。

⑤
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、

ま
た
、
反
射
材
な
ど
を
装
着
し

て
他
の
車
か
ら
確
認
し
や
す

く
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ

う
。
ま
た
、
早
朝
の
作
業
時
も

点
灯
し
ま
し
よ
う
。

⑥
作
業
は
ゆ
と
り
を
持

っ
て
行

い
ま
し
よ
う
。
無
理
は
禁
物
で

す
。

⑦
高
齢
者
の
事
故
ガ
多
発
し
て

い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
常
に

安
全
作
業
に
心
ガ
け
ま
し
よ

う
。
高
齢
者
ガ
作
業
す
る
と
き

は
、
周
囲
の
人
ガ
声
を
か
け
合

う
な
ど
し
て
事
故
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
よ
う
。

中
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【
日
時
】

４
月
岬
日

（土
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

４
月
２０
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【場
所
】

小
出
郷
文
化
会
館

【
内
容
】

○

刑
務
作
業
製

品

の
展
示
叩
売

（全
国
の
矯
正
施
設
で
生
産
さ
れ

た
約
２
，
０
０
０
点

の
家
具
、
革

製
品
、
洋
裁
製
品
、
他
を
出
品
）

○
写
真

パ
ネ
ル
等

に
よ
る
被
収
容

者

の
生
活
の
状
況
を
紹
介

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

（作
業
）

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

６

●
８

２

２

ｒ

【
募
集
人
員
】

卜
人
　

　

′

【
痣
募
資
格
】

年
船
６０
歳
未
満
で
緑
や
花

に
関

趙
の
あ
る
方

【
勤
務
期
間
】
　

　

　

　

　

　

′

４

月

２十

日

～

Ｈ

月

１５

日

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
【
仕
事
内
容
】

草
刈
り
や
花
壇
管
理
等

【
痣
募
方
法
】

４
月
１８
日
（金
）
ま
で
に
電
話
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
面
接
日
】

４
月
岬
日

（土
）

（写
真
を
賠
付
し
た
履
歴
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ

い
。
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
７
８
４

●
１
５
１
１

泉
光
電
力
で
は
、
地
域

の
女
性

を
対
象

に
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
電

気

の
知
識
ｔ
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

勉
強
す
る
「電
気
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】

ｏ
第

―
曰

５
月
２２
日

（木
）

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
―
時

・
第
２
回

る
月
１２
日

（木
）

午
前
８
時
４０
分
～
午
後
５
時
２０

分

　

　

・ド

。
第
３
回

７
月
３
日

（木
）

．

午
後
―
時
３０
分
～
３
噂
３０
分

・
第
４
回
　
　
　
　
　
　
　
　
、

７
月
１７
日

（木
）

午
後
―
時
３０
分
～
３
時
３０
分

【場
所
】

東
光
電
力

（株
）
魚
沼
営
業
所

（六
日
町
大
字
六
日
町
字

八
幡
汁

野

‥
３
）

【講
習
内
容
】

・
電
気
な
る
ほ
ど
基
礎
講
座

。
電
化
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
カ
ル

チ
ャ
ー
教
宣
　
な
ど

【
募
集
人
数
】

１０
人
程
度

（痣
寡
多
数

の
場
合

は
拍
選
と
し
ま
す
。
）

【党
講
料
】

無
料

（ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
み

材
料
費
５
０
０
円
程
度
）

【申
込
締
切
】

５
月
８
日

（木
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

東
光
電
力

（株
）
魚
沼
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

砒
７
７
２

●
２
０
２
３

３

月

５

日

３

月

１７

日

宮
沢

太
田
口

占
誕
生
占
め
て
こ
う
こ
さ
い
書
寸

珊賀!
さ
ん

さ
ん

全
一居
、
裕
樹

・
福
海
さ
ん
）

（芝
原
、
潤

。
寛
子
さ
ん
）

「……………………_………………………

1雪脳墨年急晶戸壱銚桑累ぉ拓話蔵

３
月
１９
日

　

中
原

　

た
け

さ
ん

　

（湯
元
、
８８
歳
）

３
月
２‐
日

　

田
村

　

公
司

さ
ん
　
　
（上
中
、
８‐
歳
）

３
月
２２
日

　

山
崎

　

一吾
策

さ
ん

　

（堰
場
、
８３
歳
）

３
月
２３
日

　

池
田
　
　
セ
イ

さ
ん

　

（堀
切
、
９５
歳
）

３
月
２５
日

　

富
沢

　

俊

二

さ
ん

　

（二
居
、
７４
歳
）

３
月
２９
日

　

池
田

　

艶
子

さ
ん

　

（原
新
田
、
６７
歳
）

３
月
３０
日

　

高
橋

　

リ
ツ

さ
ん

　

（堰
場
、
８９
歳
）

３
月
３‐
日

　

南
雲

　

正
男

さ
ん

　

（下
熊
野
、
７６
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

国 民 健 康 保 険 税 (随 時 )

納期限は、4月 30日⑪です。
□座振替納付の方は、4月 28日Θに31き落とし
させていただきます。
※納付は便利な「□座振替制度」もあります。
ぜひご利用ください。

t
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ま
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